













平成22年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 l 項該当










































































































































































































































































































































































第 l 編「明治国家の芸能統制と地域社会」は 3 章からなり、地域社会の芸能環境のうち最も重要な政





第 2 編「芸能興行の展開と民衆の動向」は 3 章からなり、明治 7 年の旧福島県の芸能興行の実態に興
行願書の解析を通じて迫るとともに、芸能興行免許の諸条件を藩政時代との関連で考察し、他県の同時
期の芸能取締りと芸能興行との比較も試みる。
第 3 編「芸能興行と地域社会」は 3 章からなり、明治 9 年 8 月の統一福島県成立以前の旧福島・若
松・磐前三県におけるそれぞれの地域の特色を反映した芸能興行の事例を分析し、興行を支えた社会
的・経済的基盤を解明する。
終章では、本論の論点を芸能の「商品化」の視点から整理し、近代的な「商品」としての芸能とは何
かについて論じ、今後の課題を明らかにする。
近世の芸能興行に関してはかなりの研究蓄積があるものの、明治期については乏しく、体系的な論考
や著書は出ていない。論者は、近世芸能興行史研究で提示された芸能環境論、芸能興行のメカニズム論
を継承し、県庁文書や民間伝来文書を精査して、明治期の現福島県下諸地域の芸能環境を規定した政府
と!日福島県・統一福島県の芸能取締り政策=政治的条件を検討したうえで、諸地域社会における芸能興
行の実態を社会的・経済的条件と関わらせて分析し、「商品」としての芸能の近代化という大きな問題
に迫っている。その成果は斯学の発展に寄与するところが大きい。
よって、本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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